
第
13
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
は

９
月
14
日
（
土
）
～
15
日

（
日
）
の
２
日
間
に
「
あ
な

た
が
主
役
～
未
来
に
向
か
っ

て
」
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
開

催
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
今
ま
で
の
慣
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
も
、
新
し

い
フ
ェ
ス
タ
を
創
り
上
げ
る

と
の
意
気
込
み
で
、
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
員
会
は
４
月
当
初

か
ら
精
力
的
に
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
し

い
フ
ェ
ス
タ
を
ゼ
ロ
か
ら
創

り
上
げ
る
事
は
想
像
以
上
に

大
変
な
作
業
で
、
実
行
委
員

会
は
例
年
に
な
い
苦
労
を
し

ま
し
た
。
昨
年
以
上
に
担
当

者
が
競
っ
て
、
魅
力
一
杯
の

催
し
を
企
画
し
、
日
頃
の
成

果
を
発
表
し
よ
う
と
努
力
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
以

外
の
一
般
の
方
々
も
楽
し
ん

で
参
加
で
き
る
学
園
祭
に
し

よ
う
と
、
実
行
委
員
会
は
時

間
を
惜
し
ん
で
準
備
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

で
は
、
ど
の
樣
な
イ
ベ
ン

ト
が
企
画
さ
れ
て
い
る
の
か
。

９
月
14
日
（
土
）

９
階
の
第
１
講
義
室
で
は
、

10
時
か
ら
【
体
験
コ
ー
ナ
ー
】

を
設
け
、
い
け
ば
な
体
験
、

「
あ
な
た
の
足
は
大
丈
夫
？
」
、

「
簡
単
な
ダ
ン
ス
体
験
」
や

「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
体
験
」

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
３
講
義
室
で
は
論
文
発
表

が
あ
り
、
13
時
か
ら
は
英
語

倶
楽
部
が
英
国
人
講
師
に
よ

る
英
語
レ
ッ
ス
ン
な
ど
を
計

画
。
第
６
講
義
室
で
は
、
10

時
～
17
時
ま
で
「
音
楽
カ
フ
ェ
」

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
８
階
の
講
堂
で
は
、
10

時
か
ら
個
人
演
奏
と
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
12
時
40
分
か
ら
は

合
唱
指
導
や
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

と
合
唱
が
あ
り
、
14
時
半
か

ら
は
ジ
ャ
ズ
・
ラ
イ
ヴ
コ
ン

サ
ー
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽

し
む
事
が
で
き
ま
す
。

９
月
15
日
（
日
）

９
階
の
第
１
講
義
室
で
11

時
か
ら
、
サ
ー
ク
ル
お
お
み

や
に
よ
る
映
画
鑑
賞
会
が
あ

り
ま
す
。
第
３
講
義
室
の
論

文
発
表
の
後
に
は
、
大
橋
容

一
郞
先
生
に
よ
る
論
文
相
談

の
他
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

第
６
講
義
室
で
は
、
こ
の
日

も
10
時
か
ら
音
楽
カ
フ
ェ
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
８
階

講
堂
で
は
10
時
か
ら
朗
読
の

会
「
こ
こ
ろ
」
に
よ
る
朗
読

劇
、
健
康
体
操
や
ソ
シ
ア
ル

ダ
ン
ス
、
舞
踏
研
究
会
の
発

表
が
あ
り
ま
す
。
11
時
か
ら

予
定
さ
れ
て
い
る
熟
年
会
主

催
の
「
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
」

が
実
習
室
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

２
日
間
共
通
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
は
、
例
年
通
り
の
個

人
展
示
や
バ
ザ
ー
、
お
茶
席

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
８
階

９
階
の
ロ
ビ
ー
は
お
祭
り
広

場
と
な
っ
て
、
大
道
芸
が
楽

し
め
ま
す
。
16
時
過
ぎ
か
ら

は
懇
親
会
パ
ー
テ
ィ
が
催
さ

れ
、
俳
句･

川
柳
大
会
も
行

わ
れ
ま
す
。

（
冬
木
）

２
０
１
９
年
９
月
21
日

（
土
）
午
前
11
時
か
ら
、
埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
講
堂
に
お

い
て
、
２
０
１
９
年
度
１
学

期
の
卒
業
証
書
・
学
位
記
授

与
式
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

当
日
、
生
涯
学
習
奨
励
賞
の

授
与
も
行
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
第
２
学
期

の
入
学
者
の
集
い
は
、
10
月

６
日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
講
堂
で

開
催
し
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
第
２
学
期

の
面
接
授
業
の
空
席
発
表
は

10
月
19
日
（
土
）
12
時
に
行

わ
れ
ま
す
。
発
表
は
、
学
習

セ
ン
タ
ー
で
の
掲
示
及
び
放

送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
10
月
25
日
（
金
）

15
時
以
降
は
、
シ
ス
テ
ム
Ｗ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
で
確
認
が
で
き

ま
す
。

な
お
、
追
加
登
録
の
期
間

は
、
10
月
25
日
（
金
）
か
ら

受
付
が
始
ま
り
、
科
目
ご
と

に
定
め
ら
れ
た
追
加
登
録
受

付
期
限
日
ま
で
と
な
り
ま
す

が
、
通
常
は
、
開
講
日
の
１

週
間
前
ま
で
で
す
。
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第
13
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
の
テ
ー
マ
は

「
あ
な
た
が
主
役
～
未
来
に
向
か
っ
て
」

９
月
14･

15
日
は
埼
玉
Ｓ
Ｃ
が
大
賑
わ
い

魅
力
一
杯
の
催
し
が
盛
り
沢
山
!!

「
美
食
大
国
・
日
本
」

笹
原
誠
二

「
日
本
に
生
ま
れ
、

育
っ
て
本
当
に
良
か
っ

た
」
と
近
頃
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

今
ま
で
30
数
回
、
海

外
旅
行
で
方
々
を
訪
れ
た
が
、

日
本
で
味
わ
う
食
べ
物
の
美

味
し
さ
は
他
の
国
で
は
経
験

で
き
な
い
。
新
鮮
な
日
本
料

理
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中

華
、
洋
食
を
含
め
て
、
日
本

で
食
べ
る
料
理
の
味
は
世
界

一
だ
な
と
私
は
思
う
。
海
外

で
は
、
そ
の
土
地
の
名
物
料

理
を
味
わ
う
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
が
、
な
ぜ
か
１
週

間
も
そ
の
国
の
料
理
を
食
べ

て
い
る
と
、
す
ぐ
に
日
本
料

理
店
を
探
し
た
く
な
る
。

例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ

ル
セ
イ
ユ
を
訪
れ
た
時
、
有

名
店
で
本
場
・
発
祥
の
ブ
イ

ア
ベ
ー
ス
を
食
べ
た
が
、
そ

の
時
の
魚
の
生
臭
さ
と
ベ
ー

ス
の
ス
ー
プ
の
塩
辛
さ
に
、

半
分
も
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。

日
本
で
食
べ
て
い
る
時
の
、

そ
の
材
料
を
巧
み
に
生
か
し

た
味
の
旨
味
や
こ
く
が
感
じ

ら
れ
な
か
っ
た
。
楽
し
み
に

し
て
い
た
だ
け
に
ち
ょ
っ
と

残
念
だ
っ
た
。

な
ぜ
日
本
で
食
す
る
料
理

や
野
菜
、
果
物
は
こ
ん
な
に

美
味
な
の
か
を
考
え
る
と
、

日
本
産
の
食
べ
物
は
、
そ
の

材
料
の
全
て
が
生
産
地
で
品

質
改
良
が
な
さ
れ
て
、
同
じ

食
品
で
も
各
々
の
味
や
口
あ

た
り
が
工
夫･

改
良
さ
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
青
森
と
長

野
の
リ
ン
ゴ
、
栃
木
と
福
岡

の
イ
チ
ゴ
は
各
々
味
や
食
感

が
微
妙
に
異
な
る
の
で
あ
る
。

外
国
か
ら
の
旅
行
者
は
、
日

本
に
来
る
度
に
、
こ
の
産
地

の
味
わ
い
の
違
う
食
べ
物
を

食
す
る
事
が
で
き
る
か
ら
、

何
度
で
も
日
本
を
訪
れ
る
よ

う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

日
本
に
生
ま
れ
、
日
本
に

育
ち
、
毎
日
の
よ
う
に
こ
の

美
食
を
心
お
き
な
く
味
わ
う

こ
と
が
で
き
る
我
々
日
本
人

は
、
世
界
一
の
幸
せ
な
国
民

だ
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

学生手帳

「世界システムの変化と人間観・世界観の変
化」とそれに関連して「身体」がどのように扱
われて来たか？という点に関するレジュメから
話は始まる。
Ⅰ．１９世紀後半から１９７０年頃まで：近代
科学・技術の機械的合理性・一般性・全体性が
重視された時代で、身体は「社会の道具」とし
て「計算」（労働力・戦力・購買力）され、人
間個人の身体・感性への配慮・ケア・サービス
が少なかった時代であった。
Ⅱ．１９７０年代から２０世紀末まで：科学技
術vs公害、経済合理性vs南北格差､政治合理性vs
民族・宗教対立などの問題が生じて、それまで
の機械的合理性への反省・批判が生じた時代で、
身体は「人間の能力」として「評価」（健康度
による評価・健康関連商品・福祉行政の対象・
スポーツ技術の商品化、など）されるようになっ
たが、身体の持つ存在性格についての「配慮
（ケア）」は忘却されたままの時代であった。
Ⅲ．２１世紀：9.11（2001年）や3.11（2011年）
が契機となり、世界や人間を機械的合理性とは
別のあり方から見ようとする態度（合理的規則
⇒実感を大事にする感性論・共感性の理論、現
場での態勢や意欲を重視する態勢論・意志的現
象論；普遍的同一性⇒異なった認識や理解を重
視する相互関係の場の理論、身体の個別性や行
為性を重視する身体知論）が生じ、２０１０年
前後から加速度的に身体論研究（運動学、身体
心理学・身体技法、運動療法や作業療法などリ
ハビリテーション医療、児童や成人の教育論・
わざ言語論、看護やケアの理論、身体表現芸術、
リラクゼーション、身体と性差のジェンダー論、
など）が増加『「知性vs身体（従来は、知性＞
身体）」⇒「心と身体の統一性・結合性が重要」』

してきた。

次に、「身体を知る」･「身体で知る」大切さ
について話は進み、「自分の体、判っています
か？」と我々（聴衆）が語りかけられた。例え
ば、「どう歩いていますか？」（「ナンバ歩き」
といった種別がある事を初めて知った）・「ど
う呼吸していますか？」・「体の動きのコント
ロールができますか？」と言った内容が「実演
付」（哲学者が演壇で実演する所がユニークで
ある）で説明された。つまり、知性による「知」
と別に「身体知」がある、という事で、その種
類は、①身体が覚えている（意識しなくても何
かができる：自転車に乗れる、ビンの蓋が開け
られる）、②身体にしみこんでいる（表現を自
由にアレンジできる：運動・演技の自由、柔軟
性）、③身体が語っている（非言語的な身体サ
インを出している：「身体」語、看護技術とし
ての身体理解）、のように分類される。この
「身体知」が実践できる事の利点は、「世界・
他者との関係理解
が『感覚的にも』
できる」と言う事
である。即ち、
「自分の事が理解
できていなければ、
他者を理解できな
いだろう」と言い
換える事もできる。
利点として、「世
界の直接的経験
（快さ、スリル、
一体感：スキー、サーフィン、など）」、「他
者経験の理解（不自由、不平等、差異性、など
の直観的理解）」、が例示される。

「汝自らを知れ」という言葉（多分「知性」
の事を言う）があるが、これを「知性および身
体知」と解釈して実践する事が世界・他者の理
解に役立つ、と言う事を学べたように思う。

「講演会－大橋容一郎 先生」

「21世紀の思想－身体とケアの哲学」
埼玉学習センター・中尾 雅躬

卒
業
証
書
・
学
位
記

授
与
式

２
０
１
９
年
度
２
学
期

入
学
者
の
集
い

＊募集期間

７月1日～９月９日

＊応募資格

放送大学の学生、

卒業生、教職員

＊優秀句の決定

フェスタ会場での投票

＊優秀句には賞品を授与

＊投句方法

９Ｆロビーの投句箱

是非、あなたの一句を！

第13回埼玉フェスタ

俳句･川柳募集

事
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

面
接
授
業
の
空
席
発
表

今
年
度
第
２
学
期



埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
次
の
日

時
に
行
い
ま
す
。

日
時
＝
９
月
１
日
（
日
）

15
時
～

内
容
＝
個
別
相
談
を
中
心
に
、

大
学
の
概
要
説
明
、
履
修

案
内
、
施
設
見
学
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日

程
＝
11
月
1
日
（
金
）

出
発
＝
10
時
頃

帰
着
＝
18
時
頃

研
修
先
＝
日
本
製
鉄

君
津
製
鉄
所

定

員
＝
40
名

費

用
＝
昼
食
代
の
み
（
昼

食
の
場
所
は
海
ほ
た
る
予
定
）

注
意
事
項
＝
学
研
災
保
険
未

加
入
の
場
合
は
、
必
ず
加
入

が
必
要
。
（
費
用
は
140
円
）

申
込
締
切
＝
８
月
18
日
～

31
日
ま
で

申
込
用
紙
の
提
出
＝
窓
口
も

し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
に

て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
の
配
布
＝
窓
口
も

し
く
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
第
２
学
期

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
願
締
切
り
（
大
学
本
部
必

着
）
は
、
第
１
回
が
８
月
31

日
（
土
）
、
第
２
回
が
９
月

20
日
（
金
）
ま
で
で
す
。
放

送
大
学
に
興
味
・
関
心
の
あ

る
方
を
是
非
、
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。
紹
介
さ
れ
た
方
が
放

送
大
学
に
入
学
さ
れ
た
場
合
、

薄
謝
を
進
呈
し
ま
す
。

★
９
月
14
日
～
15
日

｢

埼
玉
フ
ェ
ス
タ｣

に
参
加

★
10
月

２
泊
３
日
の
研
修
旅
行

「
北
海
道
ま
た
は
沖
縄
へ

の
旅
」
を
検
討
中

★
毎
週
火
曜
日
（
10
時
半
～

12
時
）
８
Ｆ
講
堂
で
活
動

★
夏
の
特
別
講
習
会

８
月
28
日
（
水
）

10
時
半
～
12
時

講
師
＝
難
波
明
美

500
円
に
て
一
般
参
加
も
可

★
９
月
予
定
＝
３
日･

10
日

★
10
月
＝
１
日･

８
日･

29
日

★
９
月
８
日
（
日
）
勉
強
会

放
送
大
学
９
Ｆ

★
９
月
28
日
（
土
）
勉
強
会

シ
ー
ノ
大
宮
７
Ｆ

★
10
月
５
日
（
土
）
講
演
会

シ
ー
ノ
大
宮
７
Ｆ

★
９
月
４
日
＝
am
器
楽
練
習

13
時
半
～
茂
木
先
生

★
９
月
11
日
＝
am
器
楽
練
習

13
時
半
～
茂
木
先
生

★
９
月
14
日
～
15
日
＝

フ
ェ
ス
タ
参
加

★
８
月
30
日
＝
10
時
～
17
時

９
階
第
５
講
義
室

★
９
月
６
日
＝
９
時
半
～
12

時
／
８
階
講
堂
で
稽
古

★
９
月
13
日
＝
９
時
半
～
12

時
／
講
堂
で
通
し
稽
古

★
９
月
15
日
＝
９
時
半
～
11

時
50
分
／
フ
ェ
ス
タ
公
演

タ
イ
ト
ル
＝
高
樹
の
ぶ
子

作
／
ほ
と
ほ
と
歳
時
記

よ
り

「
語
る
歳
時
記
」

の
六
作
品

★
10
月
の
活
動
日
＝
４
日
、

18
日
、
25
日

★
勉
強
会
＝
毎
月
第
２
火
曜

日
／
13
時
半
～
16
時

★
９
月
15
日
／
14
時
～
16
時

フ
ェ
ス
タ
公
開
特
別
勉
強

会
／
「
玉
川
上
水
沿
い
を

歩
く
」

★
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
＝
毎
月

第
１
・
第
３
火
曜
日
／

午
前
は
講
師
付
、
午
後
は

講
義
形
式

★
９
月
15
日
＝
フ
ェ
ス
タ
公

開
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

★
10
月
＝
１
日
、
29
日

★
映
画
鑑
賞
＝
毎
月
第
４
木

曜
日
／
10
時
～
第
６
講
義

室
に
て
、
「
木
曜
名
画
座
」

を
開
催
。

梅
雨
寒
が
続
い
た
後
に
連

日
の
猛
暑
。
久
し
ぶ
り
の
暑

さ
に
、
身
体
は
つ
い
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
梅
雨
明
け
と

同
時
に
熱
中
症
患
者
が
増
え

て
、
命
の
危
険
は
高
齢
者
だ

け
で
は
な
く
若
い
人
に
も
及

び
ま
し
た
。
し
っ
と
り
と
し

た
日
本
の
四
季
は
何
処
へ
行
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
（
冬
）
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サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

俳
諧
研
究
「
つ
み
草
」
の

活
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

俳
句
は
季
語
の
文
芸
で
す
。

日
本
の
伝
統
の
詩
形
は
季
節

と
切
り
離
し
て
考
え
る
事
は

出
来
ま
せ
ん
。
季
語
（
季
題
）

は
三
百
年
の
伝
統
が
染
み
つ

い
て
い
る
言
葉
で
す
。
ま
た

形
の
文
芸
で
も
あ
り
ま
す
。

文
語
の
伝
統
の
力
を
借
り
て

詠
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
現

在
は
月
一
回
、
第
二
木
曜
日
、

午
後
一
時
か
ら
句
会
形
式
の

勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
は
男
女
合
わ
せ
て
十
一

名
で
す
。

句
会
の
当
日
の
流
れ
を
紹

介
し
ま
す
。
事
前
投
句
、
三

句
の
内
兼
題
一
句
、
当
季
雑

詠
二
句
で
す
。
締
切
を
守
る

事
。
当
日
の
遅
刻
は
「
座
の

文
学
」
と
し
て
あ
り
え
ま
せ

ん
。
全
句
を
一
覧
の
プ
リ
ン

ト
に
し
て
配
布
、
全
員
が
二

十
分
位
で
各
自
四
句
選
を
行

い
ま
す
。

選
句
の
基
準
は
、
一
句
に

季
語
が
利
い
て
い
る
か
。
一

句
に
切
れ
が
あ
る
か
。
一
句

の
形
が
整
っ
て
い
る
か
。
一

句
に
詩
が
あ
る
か
。
一
句
の

内
容
が
優
れ
て
い
る
か
。
一

目
で
意
味
を
読
み
取
る
こ
と

が
出
来
る
か
。
表
記
が
正
し

い
か
。
読
ま
せ
所
が
あ
る
か

な
ど
で
す
。
反
対
に
散
文
、

説
明
、
情
報
、
因
果
、
観
念
、

類
想
は
選
ば
れ
ま
せ
ん
。

選
句
力
は
作
句
と
同
じ
位

大
切
で
、
瞬
時
に
良
い
句
を

選
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
人
づ
つ
自
分
の
選
ん
だ
句

を
発
表
し
ま
す
。
全
員
の
選

句
が
終
了
後
、
高
得
点
の
句

か
ら
選
評
を
行
い
ま
す
。
選

ん
だ
人
は
何
処
が
良
か
っ
た

か
を
褒
め
ま
す
。
こ
こ
で
初

め
て
名
乗
り
が
あ
り
、
作
者

が
明
か
さ
れ
ま
す
。
意
外
な

作
者
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
も

度
々
あ
り
、
思
わ
ぬ
人
の
詩

心
に
感
心
し
た
り
し
ま
す
。

高
得
点
の
句
が
必
ず
し
も
良

い
句
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

兼
題
の
句
は
同
じ
題
の
句

が
十
一
句
並
び
、
季
語
の
本

意
の
捉
え
方
に
そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
が
見
ら
れ
ま
す
。
俳
句

は
「
座
の
文
学
」
ゆ
え
句
会

の
形
で
仲
間
意
識
が
育
ち
、

共
に
学
び
合
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
結
果
に
一
喜
一
憂
し

な
い
事
も
大
切
で
す
。

時
に
「
席
題
」
も
行
い
ま

す
。
そ
の
場
で
い
き
な
り
出

さ
れ
た
「
題
」
を
十
分
間
位

で
、
一
句
に
し
ま
す
。
集
中

力
と
瞬
発
力
が
試
さ
れ
る
形

式
で
す
。
そ
の
後
、
先
人
や

現
代
の
俳
人
の
「
名
句
鑑
賞
」

を
行
い
ま
す
。
こ
れ
で
句
会

が
一
通
り
終
わ
り
ま
す
が
、

各
々
自
分
の
「
今
日
の
一
句
」

を
短
冊
に
書
い
て
、
今
日
の

感
想
を
皆
で
話
し
合
い
ま
す
。

ま
た
特
別
に
大
学
の
外
で

行
わ
れ
る
「
吟
行
」
が
あ
り

ま
す
。
吟
行
と
い
う
の
は
、

午
前
中
に
、
郊
外
の
自
然
の

中
で
、
季
節
の
変
化
を
肌
で

感
じ
な
が
ら
俳
句
を
作
る
事

で
す
。
季
節
の
情
緒
を
物
を

描
写
、
写
生
す
る
こ
と
で
表

現
し
ま
す
。
午
前
中
の
二
時

間
で
移
動
し
な
が
ら
三
句
を

作
る
事
は
大
変
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
物
を
見
て
作
る
俳
句

の
基
本
を
学
ぶ
た
め
に
は
大

変
良
い
訓
練
で
、
新
鮮
な
良

い
句
が
出
来
や
す
い
事
は
確

か
で
す
。
皆
で
同
じ
体
験
を

し
、
見
つ
け
た
季
語
を
教
え

合
い
な
が
ら
も
、
出
来
上
が
っ

た
句
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
で

す
。
午
後
に
吟
行
地
の
近
く

で
句
会
を
し
ま
す
。
四
月
は

桜
の
「
見
沼
通
船
掘
」
、
五

月
は
新
緑
の
「
大
宮
氷
川
神

社
・
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
」

を
吟
行
し
ま
し
た
。

俳
句
は
積
み
重
ね
て
い
く

事
が
大
切
で
、
地
味
な
努
力

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
人
に

は
余
り
薦
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

一
諸
に
学
ぶ
仲
間
が
い
る
こ

と
で
励
ま
さ
れ
、
継
続
し
て

行
く
事
が
出
来
ま
す
。
一
句

で
も
良
い
句
に
出
会
え
た
感

動
を
皆
で
分
か
ち
合
う
喜
び

も
あ
り
ま
す
。
歳
時
記
、
ペ

ン
、
句
帳
、
共
に
学
ぶ
仲
間

さ
え
あ
れ
ば
大
変
贅
沢
な
学

び
で
す
。

今
後
の
予
定
は
九
月
の
埼

玉
フ
ェ
ス
タ
に
「
一
人
一
句
」

の
短
冊
を
発
表
す
る
こ
と
、

十
月
に
「
川
越
吟
行
」
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
会
員
一
人

一
人
が
協
力
し
支
え
合
っ
て

い
る
学
習
会
で
す
。

「
俳
諧
研
究
『
つ
み
草
』
の
活
動
」

俳
諧
研
究
「
つ
み
草
」
学
習
会

兼
題

「
夏
の
果
」

炎
立
つ
翅
音
と
な
り
ぬ
火
取
虫

厚
子

雨
雲
や
蝉
の
幼
虫
う
め
も
ど
す

八
重
子

読
誦
行
の
線
香
に
咳
く
夏
の
果

安
代

炎
昼
の
エ
ア
ー
ズ
ロ
ッ
ク
仮
面
劇

み
さ
子

Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
窓
の
夕
空
合
歓
の
花

と
く
江

夏
の
雨
人
な
き
原
の
濡
鴉

功

橅
林
の
熊
の
爪
痕
夏
の
果

光
娥

鉤
の
手
に
曲
が
る
江
戸
道
夏
の
果

十
詩

江
戸
城
の
石
垣
の
妙
夏
惜
し
む

明
美

黒
鉄
の
羽
良
く
ま
わ
る
扇
風
機

由
美

色
褪
め
し
蝉
蛻
風
に
夏
の
果

順

見
学
歓
迎

第
２
木
曜
日
午
後
１
時
よ
り

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」

俳

句

（
つ
み
草
）

私たちは、生まれてから死ぬまで、健

康診断や体力テスト、知能テストや学力

テストなどの、さまざまな検査によって

身体の状況や能力などを測られる。そし

て、検査によるデータが正常値の範囲だっ

たら、少しほっとしたりする。こうした

検査はもちろん大切で、深刻な病気の初

期症状が見つかる場合もあれば、自分自

身の体力、得意分野や不得意分野、ある

いは学習進度を客観的に反省するのに役

立つこともある。

しかし、人間には、検査では見えにく

いことがらがあるのもまた事実である。

検査は、あらかじめ想定された状況や能

力を前提として作られる。だから、想定

されていない状況や能力は測れない。こ

うした、通常の検査で測れない状況や能

力について、私たちは「ない」とか「役

に立たない」という判断を下しがちであ

る。しかし、データから「測りがたい」

状況や能力が、人間に関する、より深い、

包括的な理解に重要な場合もある。

オリヴァー・サックスの『妻を帽子と

まちがえた男』は、人間の「測りがたい」

状況や能力に関する興味深い記録を集め

た本である。サックスは脳神経科医であ

り、奇妙な症状をもつ患者にたくさん出

会った。ただ、彼は、通常の医師がする

ように、客観的なカルテではなく、奇妙

な症状に全力で向き合い、必死で生き抜

こうとする一人ひとりの患者を見つめ、

その物語を書いたのである。

私が好きなのは、「詩人レベッカ」と

いう､知的障害をもつ女性について書かれ

た章である。レベッカは、知能指数の平

均が６０以下で、読むことを覚えられず、

鍵の開け閉めも

できない。サッ

クスは当初、話

すことはできる

が、それ以外の

能力は８歳児なみの「かわいそうな子」

だと考えていた。ところがある日、病院

の庭で春の訪れを楽しんでいるレベッカ

に会って驚く。彼女が自然の美しさを優

雅に味わい、それを聖書の「伝道の書」

になぞらえてみごとに表現する、完璧な

人間としてそこにいたからだ。

このときから、サックスは、レベッカ

が感情や物語、象徴を理解する、すぐれ

た能力をもっていることに気づいていく。

通常の検査で測られるのは、科学的知見

に代表されるパラダイム（図式）的能力、

つまり、論理的・分析的な理解力である。

物語や象徴などを理解する力を測ること

はできない。しかし、人間の理解力のう

ち、最初に発達するのは後者であり、そ

の土台の上にパラダイム的な力が築かれ

る。レベッカはパラダイム的な理解力に

は欠けていたが、それを補って余りある、

物語的な理解力をもっていて、その力を

適切に用いることができるときの彼女は、

じつにしっかりとした頼もしい人間なの

だ。

私たちはしばしば、さまざまな検査デー

タが、人間の能力や可能性のすべてを示

しているような錯覚に陥る。しかし、そ

うしたデータでとらえられることがらは、

じつはごく一部である。人間はデータよ

りずっと奥深い。この本は、それをさま

ざまな角度から照らし出してくれるので

ある。

＊

９
月
１
日
（
日
）

10
時
半
～
12
時
半

「
歌
い
継
ぎ
た
い
童
謡･

唱
歌

～
ピ
ア
ノ
と
と
も
に
」

＊
講
師
＝
鈴
木
さ
と
み

（
放
送
大
学
埼
玉
同
窓
会
会
長

Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ア
ト
リ
エ
主
宰
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

＊
場
所
＝
８
Ｆ
・
講
堂

一般公開講演会

第
２
学
期
学
生
募
集

学
生
研
修
旅
行

Ｗ
・
Ｗ
・
Ｍ

熟

年

会

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

私の本棚から

東京工芸大学
芸術学部・講師

柿沼美穂

『妻を帽子と
まちがえた男』

オリヴァー･サックス著

高見幸郎・金沢泰子(翻訳)

ハヤカワ･ノンフィクション文庫

事
務
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

埼
玉
同
窓
会
前
会
長
・
武
内
英
則
氏
が
８
月
７
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
78
歳
。

武
内
氏
は
放
送
大
学
に
入
学
後
、
大
分
県
の
カ
ボ
ス
栽

培
を
秩
父
地
域
に
導
入
し
た
経
緯
を
修
士
論
文
に
ま
と
め
、

大
学
院
修
士
課
程
を
修
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後
は
同

窓
会
長
と
し
て
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
武

内
氏
の
貢
献
に
感
謝
し
、
ご
冥
福
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

訃
報


